
33 

 

厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

分担研究報告書 

TSQM-9質問票を用いた鼻茸を伴う慢性副鼻腔炎患者の治療満足度に関する研究 

 

研究分担者   岡野 光博   国際医療福祉大学   教授 

Ａ．研究目的 

好酸球性副鼻腔炎は難治疾患であり、長期に渡る治

療が必要である。一方、好酸球性副鼻腔炎に対する治

療満足度については不明な点が多い。今回は、薬物治

療満足度を評価する包括的質問票である TSQM-9

（ Treatment Satisfaction Questionnaire for 

Medication - 9）日本語版を用いて、鼻茸を伴う慢性

副鼻腔炎に対する生物学的製剤導入前の薬物治療満

足を評価した。 

 

Ｂ．研究方法 

生物学的製剤を使用していない 20 歳以上の鼻茸を

伴う慢性副鼻腔炎患者のうち、①最近3か月以内に通

院歴がある、②手術をしたことがある、または手術を

勧められたことがある、③症状（嗅覚障害、鼻汁、鼻

閉）が 3 か月以上継続している、患者を対象とした。

当該患者を診療する医師 167 名が患者に調査への協

力を依頼し、調査へ協力に同意した患者がオンライン

で調査に回答した。調査項目は患者背景、鼻閉重症度、

TSQM-9などである。 

（倫理面への配慮） 

自由意志で調査が行われた。 

 

Ｃ．研究結果 

300例の患者から調査を完了した。うち好酸球性副

鼻腔炎は148例（49.3%）であった。気管支喘息合併

患者は 73 例（24.3%）、手術歴有の患者は 140 例

（46.7%）であった。。有効性ドメインのスコアは54.2、

利便性ドメインのスコアは62.9、全般満足度ドメイン

のスコアは 57.5 となった。鼻閉の重症度に応じて満

足度が低下した。また好酸球性、非好酸球性での間に

有意な差を認めなかった。 

 

Ｄ．考察 

TSQM-9を用いた治療満足度については、冠動脈疾

患で有効性ドメインのスコアは67.7、利便性ドメイン

のスコアは66.3、全般満足度ドメインのスコアは69.2

であり、鼻茸を伴う慢性副鼻腔炎患者のスコアは冠動

脈疾患よりも低値、すなわち治療満足度が低いことが

示された。2型糖尿病や喘息/アレルギー性鼻炎と比較

した場合も同様の傾向を示した。 

 

Ｅ．結論 

鼻茸を伴う慢性副鼻腔炎の薬物治療満足度は冠動

脈疾患、2型糖尿病などの生活疾患病あるいは喘息/ア

レルギー性鼻炎などのアレルギー疾患よりも低く、治

療満足度が不十分であることが示唆された。さらに鼻

閉の重症度に応じて治療満足度が低下することが示

された。 

 

Ｆ.健康危険情報 

なし 
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